
アルフレッド・テニスン 

 

１   軽騎兵隊の突撃 

 

 

I 

 半リーグ 半リーグ  

  また半リーグと進み行く 

 死の谷を 粛々と 

  進み行くは六百騎 

 「進め 軽騎兵隊 5 

 構え 銃
つつ

」と大将の声 

 死の谷へ 粛々と 

  進み行くは六百騎 

   

II 

 「進め 軽騎兵隊」の号令に 

 うろたえるものなど どこにいよう 10 

 誰かの失態あったとしても 

  うろたえるものなど いはしない 

 返事は不要 

 理由も不要 

 ただ 粛々と死に行くのみ 15 

 死の谷へ 粛々と 

  進み行くは六百騎  

 

III 

 隊の右に 砲弾炸裂 

 隊の左に 砲弾炸裂 

 隊の前にも 砲弾炸裂 20 

  一斉射撃にとどろく轟音  

 銃弾を雨霰と浴びながら 

 ひるむことなく 進み行く 

 死神の顎へと 

 地獄の口へと 25 

  進み行くは六百騎  

 

IV 

 抜き放ったサーベルが  

 中空に ぎらぎら光る 



 銃隊をサーベルで切り崩し 

 敵兵を果敢に攻撃し 30 

  世間はあっと驚いた 

 砲弾の煙の中に飛び込んで 

 敵の前線打ち破る 

 コサック人も ロシア人も 

 サーベルの一撃で  35 

  バタバタと総崩れ 

 退却始めた軽騎兵隊 

  その数割った六百騎 

 

V 

 隊の右に 砲弾炸裂 

 隊の左に 砲弾炸裂 40 

 隊の後ろに 砲弾炸裂  

  一斉射撃にとどろく轟音  

 銃弾を雨霰と浴びながら 

 馬も兵士も倒れ行く 

 あっぱれの戦いの騎兵隊 45 

 死神の顎を逃れ出て 

 地獄の口から生還したのは 

 生き残った兵士たち 

  六百騎中の生き残り 

  

VI 

 その栄光は消えることなし 50 

 ああ 勇猛果敢な突撃に 

  世間はあっと驚いた 

 讃えよ その突撃を 

 讃えよ 軽騎兵隊を 

  誉れも高き六百騎 55

   

   （中島久代訳） 

 


